
【実践事例２】 登場人物の行動や様子を正確に捉えて読むために （２年） 

 

１．学習材 『ぼうし』森山京（令和３年度学力診断 第二学年問題文） 

 

２．ねらい 叙述を基にして、登場人物の行動や場面の様子を捉えることができる。 

 

３．学習の流れ  

「かぎ」読み名人になって、『お話の「かぎ」ブック』を作ろう 

（１）会話文の上に、話した人物の名前を書く。  

  ①登場人物を確かめる。 

ねずみのこが話した言葉に ね 、たぬきのおじいさんが話した言葉に お と書くことを確かめる。 

文章を自分で読み、会話文①～⑦の上に ね か お を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②誰が話した言葉なのかを、みんなで確かめる。 
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（２）根拠となる文や言葉を見付けて、ワークシートに書く。 

  ①罫線入りと罫線なしのワークシートを自分で選び、その人物が話している言葉だと判断した根拠となる文

や言葉を書く。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②『お話の「かぎ」ブック』の番号のところに、根拠を書いたワークシートを貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）読み方について話し合う。 

①ワークシートに書いた意見を伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼくは、線入りの方を

選んで書こう。 

 

 

 



②根拠となる叙述を人物ごとに色分けして線を引き、登場人物の行動や場面の様子を捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）正確に読むための方法を振り返り、ワークシートにまとめる。 

  ①「かぎ」読み名人になるためには、   ②出し合った意見をもとに、『お話の「かぎ」ブック』に 

どのように読めばよいかを話し合う。   気付いたことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
今回の実践では、会話文の「 」（かぎ）を手掛かりとして、登場人物の行動や場面の様子を捉えさせた。児童は、会話文に着目

して読み、誰が話した言葉なのかを考える根拠となる文を見付け、色分けをして線を引くことで、登場人物の行動や場面の様子を

捉えて読むことができた。これらの学習の成果を『お話の「かぎ」ブック』としてまとめた。 

授業の初めには、「最後のかぎは、たぬきのおじいさんの言葉だと思う。」と誤って捉えている児童が多かった。しかし、根拠とな

る叙述を見付けてワークシートに書く活動を通して、「あるきながらねずみのこは、じぶんにだけ聞こえるような声で言いました。」

の文に着目し、「ねずみのこが、自分にだけ聞こえるように言ったから、ねずみのこが言った。」と自信をもって発表する児童の姿

が多く見られるようになった。 

これからも、登場人物の行動や会話、場面の様子を表す叙述を見付け、それを基に物語全体の内容を捉えて読む力を付けさせ

ていきたい。 

 

かぎの前後の文を読んで、ねずみのこ

とたぬきのおじいさんのどちらが言っ

た言葉かを考える。 

会話文の前を読むと、誰が言った

言葉なのか分かることに気付く。 

まとめ① 

まとめ② 

まとめ 

≪実践を終えて≫ 

 ①「かぎ」読み名人になるためには、 

どのように読めばよいかを話し合う。  

②出し合った意見をもとに、『お話の「かぎ」ブック』に、

気付いたことをまとめる。 





 


